
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３ 

さまざまな歴史を学習することにより、心に栄養を与え、豊かに生きるヒントをみつけていただきたい。 

皆様、ぜひご参加ください。 

第 ８ 回 

第 ９ 回 

【会 場】 菰野町庁舎４階会議室 

※東玄関よりお入りください。 

【受講料】 各回２００円（高校生以下無料） 

※講演内容等は、予告なく変更となる場合があります。 

変更等は菰野町役場 HP、防災ラジオ等でお伝えいたします 。 

【共 催】 菰野町よもやま歴史サークル  菰野町 （担当課：コミュニティ振興課 TEL 391-1160／FAX 328-5995） 

菰野町の縄文時代遺跡 
―西江野遺跡・鈴山遺跡・大久保遺跡ほか― 

 
 

うえの ひではる 講師 三重県総合博物館(MieMe)ﾐｭｰｼﾞｱﾑﾊﾟｰﾄﾅｰ会員 吉田 経二郎 氏 
よしだ けいじろう 

講演要旨 

新名神高速道路建設に先立ち、三重県埋蔵文化財センタ

ーは閏田の大久保遺跡、千草の鈴山遺跡の発掘調査をし

ました。発掘調査によって、菰野町にある縄文時代の集

落の様子が見えてきました。 

その成果を中心に、菰野町のおおむかし 縄文時代の遺跡

を紹介します。 

中学生高校生にもわかるお話です。 

(千草の鈴山遺跡第 1 次 2013 年 8 月から 9 月 第 2 次

2015 年 5 月から 12月 第 3次 2016 年 6月から 9月など 

閏田の大久保遺跡第 1 次 2014 年 4 月から 9 月 第 2 次

2015 年 8 月から 11 月)。 

講師紹介 

四日市育ち 大学院での研究は 7-8 世紀の日本の行政村落 

1973 年から静岡市で日本史教員 2006 年に菰野へ移住 

三重県総合博物館(ⅯieⅯe)ミュージアムパートナー会員・民俗

グループ代表ほか 

菰野町ボランティアガイド 

グリーンツーリズム インストラクター 

 

小話 "赤目について”1-2 話｢ミュージアムパートナー通信｣61

号 2019 年 12 月・63 号 2020 年 2 月 "ここまでわかった三嶽寺 

鈴鹿のやまの修験道場”1-3 話 ｢ミュージアムパートナー通信

48 号 2018 年 11 月・49 号 2018 年 12 月・50 号 2019 年 1 月いず

れも三重県総合博物館ミュージアムパートナー事務局発行 

豊臣政権下の徳川家康 
 
講師 中京大学文学部名誉教授 播磨 良紀 先生 

はりま  よしのり 

講演要旨 

歴史上の著名な人物は、小説や映画・ＴＶドラマなどに

取り上げられ、特定のイメージで人物像がつくられるこ

とが多い。また、歴史の結果からその人物像を抱く場合

もあり、そういった先入観を持った見方で人物像を描き

がちである。特に天下人となった織田信長・豊臣秀吉・

徳川家康には、その傾向が強い。秀吉と家康の関係につ

いても、秀吉配下の時に家康は形式的には秀吉に従って

はいたものの、政権奪取を抱く「タヌキキ親父」であっ

たとみなされる。しかし、そういった先入観では、正し

く歴史を評価できないのである。 

 今回の講演では、当時に記された史料や近年の研究の

成果をもとに、豊臣政権下での徳川家康の役割を考えて

いきたい。 

講師紹介 

大阪市出身。 

関西大学大学院博士課程単位取得退学。 

和歌山市史編纂室に勤務後、1988 年から暁学園短期大学（後四

日市大学短期大学部に名称変更）に赴任。 

1997 年から四日市大学環境情報学部、2013 年中京大学文学部を

経て、2023 年３月退職。2023 年名誉教授となる。 

専門は中・近世移行期研究で、特に織豊政権の政治史や地域史、

また生活史などを専門としている。 

特に、『三重県史』『愛知県史』『四日市市史』などの東海地方の

自治体史編さんにも関わっている。 

主な論文は、「織田信長の長島一向一揆攻め」「豊臣政権と豊臣秀

長」「織豊期の生活文化」など。 

～ご来場にあたってのお願い～ 
 
 

当日受付にて、住所、氏名、 

連絡先をご記入ください。 

( 土 ) 12/16 

午後２時～ 

(土) ２/17 

令和 6 年度 

午後２時～ 


